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地方譲与税等
2,430万円
2.8％

地方債
7,967万円
9.2％

地方債
7,967万円
9.2％

都道府県支出金
2,087万円
2.4％

歳　入
8億6,945万円8億6,945万円

自主財
源

依
存

財源

2億4,965万円
28.7％

6億1,980万円
71.3％

2億4,965万円
28.7％

6億1,980万円
71.3％

地方交付税
4億7,143万円
54.2％

地方交付税
4億7,143万円
54.2％

その他自主財源
1億6,008万円
18.4％

村民税 1,644万円
固定資産税 6,271万円
軽自動車税 158万円
たばこ税 167万円
入湯税 717万円

地方譲与税 776万円
利子割交付金 7万円
配当割交付金 12万円
株式等譲渡所得割交付金 11万円
地方消費税交付金 1,006万円
自動車取得税交付金 185万円
ゴルフ場利用税交付金 433万円
地方特例交付金 0円

分担金・負担金 32万円
使用料・手数料 3,772万円
財産収入 205万円
寄付金 484万円
繰入金 0万円
繰越金 1億280万円
諸収入 1,235万円

国庫支出金
2,353万円
2.7％

村税
8,957万円
10.3％

村税
8,957万円
10.3％

平
成
30
年
度
平
谷
村
の
決
算

歳入合計　８億6,945万円

平成 30 年度の主な事業

　歳入は、前年度に比べ 3億 1,335 万円の減額（26.5％減）となりました。増減の主なもの
としては、繰入金が 1億 4,200 万円、村債が 1億 624 万円、地方交付税が 6,593 万円、国
庫支出金が 3,565 万円減少し、繰越金が 5,022 万円、寄附金が 340 万円増加しました。

　村独自の自主財源は 2億 4,965 万円（構成比 28.7%）となり、一方、国や県に依存している依存財源
は 6億 1,980 万円（構成比 71.3%）となりました。このうち歳入全体の 54.2% を占める地方交付税は前
年比 12.3% 減の 4億 7,143 万円となっています。
　依然として村の財政は依存財源に頼っている状況です。

歳
出

ドローンを活用した地域活性化事業 202 万円 観光誘客事業 406 万円
村内街路灯ＬＥＤ化事業 539 万円 特産品開発事業 200 万円
ケーブルインターネット整備事業 985 万円 観光協会補助事業 800 万円
航空写真撮影及び写真地図作成事業 489 万円 ひまわり市場周辺側溝整備事業 337 万円
消防団活動服更新事業 126 万円 ひまわりの湯男性露天風呂循環配管補修事業 312 万円
健康長寿応援事業 51 万円 スキー場リフト整備事業 1,242 万円
保健事業（各種健診補助） 146 万円 スキー場レストハウス冷凍庫設置事業 410 万円
西部衛生組合し尿処理施設整備事業負担金 1,750 万円 村道維持修繕事業（4 号線 ･8-8 号線 ･10 号線） 3,284 万円
林構施設修繕事業 631 万円 定住促進住宅建設設計事業 129 万円
花木集荷場修繕事業 280 万円 小学校複式学級解消事業 348 万円
水源林対策事業 313 万円 校外活動費全額補助事業 35 万円
里山整備事業 539 万円 園児・小学生給食費全額補助事業 269 万円
林道修繕事業（高嶺線 ･ 白沢線 ･ 梨ノ木矢筈線） 587 万円 給食室修繕事業 322 万円
プレミアム付き共通券発行事業 228 万円
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繰出金
8,472万円
10.4％

積立金
1,163万円
1.1％

補助費等
1億5,253万円
18.8％

維持補修費
159万円
0.1％

物件費
1億5,758万円
19.4％

公債費
6,818万円
8.4％

議会費
2,174万円
1.8％

繰出金
8,472万円
10.4％

積立金
3,841万円
4.7％

維持補修費
335万円
0.4％

物件費
1億5,758万円
19.4％

扶助費
2,208万円
2.7％

教育費
6,441万円
7.9％

教育費
6,441万円
7.9％

消防費
2,393万円
2.9％ 土木費

6,329万円
7.8％

議会費
2.444万円
3.0％

性質別

目的別

人件費
1億4,324万円
17.6％

公債費
6,818万円
8.4％

人件費
1億4,324万円
17.6％

補助費等
1億5,253万円
18.8％

普通建設事業費
1億4,273万円
17.6％

総務費
1億8,177万円
22.4％

総務費
1億8,177万円
22.4％

民生費
9,255万円
11.4％

民生費
9,255万円
11.4％

衛生費
1億69万円
12.4％

衛生費
1億69万円
12.4％

農林水産業費
8,250万円
10.1％

商工費
6,728万円
8.3％

商工費
6,728万円
8.3％

土木費
6,329万円
7.8％

諸支出金
4,378万円
5.4％

公債費
6,818万円
8.4％

公債費
6,818万円
8.4％

普通建設事業費
1億4,273万円
17.6％

歳出合計　８億1,282万円

※定額運用基金は除く

基金（積立金）残高
平成 30 年度末

一般会計 9 億 3,022 万円
積立基金のみ定額運用基金除く

特別会計 4,183 万円

計 9 億 7,205 万円

借金（起債）残高
平成 30 年度末

一般会計 6 億 6,261 万円

特別会計 2 億　677 万円

計 8 億 6,938 万円

　歳出は、前年度に比べ 2億 6,718 万円の減額（24.7％減）となりました。目的別の主な
増減理由は、減債基金への積立により諸支出金が 3,313 万円増額となり、消防費が前年度
の防災行政無線デジタル化整備事業の完了により 1億 2,156 万円減額、同じく前年度の臨

時財政対策債の繰上償還により公債費が 1億 7,692 万円減額となりました。
　性質別に見ると、公共施設等の建設事業にあてる普通建設事業費が全体の 17.6% を占めており、物
件費が 19.4％、補助費等が 18.8%、人件費が 17.6%、村の借金の返済にあたる公債費は前年度の臨時
財政対策債の繰上償還により 8.4% となりました。
　財政状況は依然として厳しい状況ですが、今後も健全な財政運営に努めていきます。

歳
出
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　特別会計については、国民健康保険特別会計、簡易水道特別会計など６の特別会計があり
ます。特別会計は、保険料や使用料などの利用者が負担する収入などを主な財源としていま
す。特別会計の決算額は次のとおりです。特別会計のうち簡易水道特別会計は、簡易水道整
備事業により大きく増額となっております。

平成 30 年度決算に基づく、平谷村の財政健全化に係わる各指標の内容をお知らせします。

※A、B、C、Dは比率がマイナス値になるため「−」となる。

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合は
マイナス比率となり、「該当なし」となります。

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第 3 セクターへの負担等全て
の会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス
比率となり、「該当なし」となります。

　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第 3 セクターへの負担等全ての会
計が負担する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債
費（借金返済金）の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第 3 セクターへの負担
等を含む）の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多
いと、この比率はマイナス表示となります。

特
別
会
計
の
決
算

特別会計の決算

平成30年度  財政健全化比率の状況について

◆健全化判断比率（4指標）の説明
実質赤字比率A ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

連結実質赤字比率B ：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

実質公債費比率C ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

将来負担比率D ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】

会　　計　　名 歳入総額 歳出総額 差引額
国民健康保険特別会計 7,264万円 6,438万円 826万円
後期高齢者医療特別会計 1,021万円 972万円 49万円
国保直営診療所特別会計 3,265万円 2,998万円 267万円
介護保険特別会計 6,212万円 5,701万円 511万円
簡易水道特別会計 1億3,530万円 1億3,500万円 30万円
農業集落排水事業特別会計 1,899万円 1,889万円 10万円

計 3億3,191万円 3億1,498万円 1,693万円

健全化判断比率 平成29年度 平成30年度 増減
A実質赤字比率 ※−（％） ※−（％）
B連結実質赤字比率 ※−（％） ※−（％）
C実質公債費比率 2.7（％） 1.6（％） △1.1
D将来負担比率 ※−（％） ※−（％）
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平谷村の人事行政の運営等の状況を公表します

① 1 日の勤務時間　8：30　～　17：15（7 時間 45 分）
② 1 週間の勤務時間　38.45 時間
③勤務時間を割り振らない日　土曜日及び日曜日
④休日　国民の祝日に関する法律に規定する休日、12 月 29 日～ 1 月 3 日
⑤休暇の種類　年次休暇、療養休暇、特別休暇、介護休暇、組合休暇

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①分限処分　　該当なし
②懲戒処分　　該当なし

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況

①加盟団体　　　　平谷村職員互助会（26 名）・長野県市町村職員互助会（18 名）
②公費負担状況　　平谷村職員互助会　10 万円・長野県市町村職員互助会　17.4 万円

7. 職員の福利及び利益の保護の状況

①勤務条件に関する措置要求　　　　該当なし
②不利益処分による不服申し立て　　該当なし

8. 下伊那郡公平委員会報告

5. 職員の服務状況　　良好

6. 職員の研修等の状況　　長野県職員研修センター主催研修等各種研修に参加

1. 職員数の状況 （平成31年4月1日現在）

年度
一般行政 特別

行政 公営企業等
総計

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 小計 教育 水道 その他 小計
30 0 6 1 2 1 1 3 1 15 1 1 2 3 19
31 0 6 1 2 1 1 2 1 14 1 1 2 3 18

0 0 0 0 0 0 ▲1 0 0 0 0 0 0 ▲1

2. 人件費の状況
（単位：千円）①普通会計決算

※人件費には、議員報酬等各種委員報酬を含む。

区分 歳出総額 人件費
内　給与費

人件費比率
給料 職員手当 小計

30年度 812,824 143,243 50,163 28,306 78,469 17.6％

②特別職の報酬等の状況 （平成31年4月1日現在）
区分 月額 区分 月額 備考

村　　　長 556,000円 議　　　長 215,000円
教　育　長 426,000円 副　議　長 145,000円

常任委員長 137,000円
議　　　員 128,000円

③ラスパイレス指数
30年のラスパイレス指数 前年比

92.7 0.9
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議案第31号
専決処分事項の承認を求めることについて
　(専決第3号　平谷村みんなの居場所設置及び管理に
　 関する条例の制定について）

9月11日

議案第32号 平谷村印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について 9月11日
議案第33号 平谷村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 9月11日

議案第34号 平谷村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例について 9月11日

議案第35号 平成30年度平谷村一般会計歳入歳出決算の認定について 9月20日

議案第36号 平成30年度平谷村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 9月20日

議案第37号 平成30年度平谷村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 9月20日

議案第38号 平成30年度平谷村国保直営診療所特別会計歳入歳出決算の認定について 9月20日
議案第39号 平成30年度平谷村介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 9月20日
議案第40号 平成30年度平谷村簡易水道特別会計歳入歳出決算の認定について 9月20日

議案第41号 平成30年度平谷村農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について 9月20日

議案第42号 令和元年度平谷村一般会計補正予算（第２号） 9月20日
議案第43号 令和元年度平谷村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 9月20日
議案第44号 令和元年度平谷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 9月20日
議案第44号 令和元年度平谷村国保直営診療所特別会計補正予算（第１号） 9月20日
議案第46号 令和元年度平谷村介護保険特別会計補正予算（第２号） 9月20日
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　平谷村が構成団体となっている「下伊那郡土木技術センター組合」では、一般行政職（土木職・社会人枠）を募集い
たします。詳しい内容については下伊那郡土木技術センター組合又は平谷村役場総務課までお問い合わせください。

令和2年4月採用の土木技術職員を募集します

【業務内容】
下伊那郡内の13町村が施行する土木工事（道
路、橋梁、河川、公園、上下水道、災害復旧
等）の調査、測量、設計、製図、積算、発注、
工事の指導監督に関する事務

【採用予定人数】1名
【受験資格等】
昭和 56 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日
までの出生者。その他お問い合わせください。
【受付期間】	令和元年 10月 28日㈪から
	 令和元年 12月 6日㈮まで

下伊那郡土木技術センター組合（県飯田合同庁舎五階）
事務局長（担当・庶務課長）☎0265-23-2542お問合わせ先

便利なスマートフォンアプリ新登場！「停電情報お知らせサービス」のお知らせ

お問い合わせ先：012－ 985－ 232
受付時間：月～金曜／ 9:00 ～ 17:00（土曜・日曜・祝日・年末年始はお休みさせていただきます。）

停電が発生・復旧した場合、プッシュ通知でお知らせします。
忙しい時間帯でも、外出先でも停電情報をすぐにご確認いただけます。

ＱＲコードにアクセスし、
無料でアプリをダウンロード！
ぜひこの機会にご利用ください。

ios はこちら Android はこちら
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令和元年度　冬季自衛官等募集案内

【推　薦】
◎資　　格／�男子で中卒（見込含）の学校長が

推薦できる者
◎受付期間／令和元年 11 月 1 日〜 11 月 29 日
◎試験期日／令和 2年 1月 5・6日のうち 1日

【一　般】
◎資　　格／男子で中卒（見込含）17 歳未満の者
◎受付期間／令和元年 11 月 1 日～令和 2年 1月 6日
◎ 1次試験／令和 2年 1月 18 日
　 2次試験／令和 2年 1月 31 日〜 2月 3日

（教育修了後、中核隊員や幹部、パイロット等幅広く活躍したい方に！）
2. 陸上自衛隊高等工科学校生徒

【技　能】
◎資　　格／ �18 歳以上 55 歳未満の者（保有資格に

より、異なる。）
◎受付期間／令和 2年 1月上旬〜 4月上旬
◎試験期日／令和 2年 4月中旬

【一　般】
◎資　　格／ 18 歳以上 34 歳未満の者
◎受付期間／令和 2年 1月上旬〜 4月上旬
◎試験期日／令和 2年 4月中旬

（知識や技能を活かし、自衛隊に接する機会を広げたい方に！）
3. 予備自衛官補

　資格等については、条件により異なります。詳しくは自衛官募集ホームページ又
をご覧になるか、自衛隊長野地方協力本部飯田出張所までお問い合わせ下さい。 ☎0265-22-2613

【男　子】
◎資　　格／ 18 歳以上 33歳未満の者（採用上限年齢が引上がりました）
◎受付期間／令和元年 10 月 1 日～令和 2年 2月 28 日まで
◎試験期日／令和元年 11 月 23 日・12 月 14 日、令和 2年 2月 8日・2月 29 日・3月 7日

（任期制自衛官として満了時に、継続か退職か自己を見つめ直すチャンス！）
1. 自衛官候補生

§ 長野県最低賃金改正のお知らせ §
　長野県内の事業場で働くすべての労働者に適用される「長野県最低賃金」が改正されます。
　最低賃金は、最低賃金法に基づき、使用者は、最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければいけないとさ
れている制度です。この機会に、是非、支払われている賃金を適用される最低賃金額以上であるか確認をしてみ
てください。

（特定（産業別）最低賃金の対象業種のうち、「各種商品小売業」については時間額 835 円（効力発生日 平成 30
年 12 月 31 日）が適用され、同じく「印刷・製版業」については時間額 827 円（効力発生日 平成 30 年 12 月
31 日）が適用されていますが、令和元年 10 月 4 日からは、それぞれの特定（産業別）最低賃金が改正されるま
では長野県最低賃金が適用されることとなります。）
　なお、最低賃金の対象となる賃金は、通常の労働時間、労働日に対応する賃金であって、臨時に支払われる賃
金、精皆勤手当、通勤手当及び家族手当などは含まれません。
　また、厚生労働省では、中小企業に対する賃金引き上げのための助成金等の支援制度を用意しています。詳し
くは、長野労働局雇用環境・均等室（電話 026-223-0560）までお問い合わせ下さい。

長野労働局

令和元年 10月 4日から適用（令和元年 10月 3日までは、時間額 821円です）

必ずチェック
最低賃金！

長野県最低賃金は

時間額848円

最寄りの労働基準監督署又は
長野労働局労働基準部賃金室お問い合わせ ☎026-223-0555までどうぞ。
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８
月
30
日
、「
は
や
ぶ
さ
２
」の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
吉
川
真

先
生
を
お
招
き
し
、「
は
や
ぶ
さ

２
」の
挑
戦
と
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
題
し
て
、
サ
イ
エ
ン
ス
講
演
会

を
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

９
年
前
に
も
吉
川
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
回

は
２
回
目
の
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

吉
川
先
生
は
、
昨
年
イ

ギ
リ
ス
の
科
学
誌「
ネ
イ

チ
ャ
ー
」が
発
表
し
た
、
世

界
の
科
学
分
野
で
注
目
を
集

め
た
「
今
年
の
10
人
」の
ひ

と
り
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
村
内
だ
け
で
な

く
村
外
か
ら
も
多
く
の
聴
講

者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
村
外
か
ら
参
加
さ
れ
た

方
の
中
に
は
、
宇
宙
に
強
い

感
心
を
持
つ
方
や
「
は
や
ぶ

さ
２
」
フ
ァ
ン
な
ど
、
専
門

的
な
感
想
を
述
べ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

吉
川
先
生
は
、
宇
宙
や
サ
イ
エ

ン
ス
に
馴
染
み
が
な
い
聴
講
者
に

も
分
か
り
易
く
、
小
惑
星
・
惑

星
・
準
惑
星
の
基
本
情
報
や
「
は

や
ぶ
さ
２
」の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
流

れ
を
説
明
し
て
頂
き
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
村
民
に
と
っ
て
、
村

の
財
産
で
あ
る
美
し
い
星
空
を
誇

り
に
思
い
、「
は
や
ぶ
さ
２
」や
宇

宙
科
学
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ

い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　平谷村では平成12年9月12日の未曾有の大災害に見舞われてから、
その教訓を生かすため毎年 9月 12日を平谷村防災の日として事業を
実施しています。今年度は、エリアメールの配信試験、阿南消防署平
谷分署長をはじめ 4名の職員の方を招き、防災講話、煙体験、消火器
訓練を開催しました。また、ドローンスクールによる赤外線カメラ搭
載ドローンの体験会もあり参加された村民の方も防災意識を高めていただけたと思います。
　平成12年9月12日に発生した水害から19年経過しています。地震や風水害等さまざまな災害があり、
いつどこで発生するかわかりません。村民の皆さんは有事の際の備えを日頃から心がけましょう。

　10月 6日㈰消防団の秋季訓練を阿南消防署平谷分
署の方を講師にお招きして 2019 年 4月に発生した
新町の火災現場で実施しました。水利不足地域での水
利確保のポイントやホース延長時の水圧のかけ方等を
指導していただきました。今後も平谷村消防団は火災
の消火、救助・救急活動、地震、風水害への対処活動
に出動するとともに、火災予防や防災対策など啓発普
及活動を行っていきます。

令和元年度 事業について

令和元年度　消防団秋季訓練について

サ
イ
エ
ン
ス
講
演
会

サ
イ
エ
ン
ス
講
演
会
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平
谷
村
地
域
活
性
化
事

業
と
し
て
、
村
内
の
若
者

を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ　

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｙ
Ａ
」
主
催
の
野
外
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「
第
三
次
ひ
ら

や
乙
女
旋
奏
」が
８
月
31

日
、
平
谷
高
原
ス
キ
ー
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
3
回
目
の
開
催

と
な
り
、
県
内
か
ら
は
飯

田
風
越
高
校
ダ
ン
ス
部
や

飯
田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
校

吹
奏
楽
部
、
県
外
か
ら
は

豊
田
市
の
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
や
、
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー

プ
な
ど
計
６
組
の
女
性
メ
イ
ン
の

バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
の
グ

ル
ー
プ
が
出
演
し
、
ゲ
ス
ト
に
は

３
年
連
続
参
加
の
豊
田
市
ご
当
地

ア
イ
ド
ル
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
☆
Ｔ
」、

１
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
っ
た
長
野

県
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
「
パ
ラ
レ
ル

ド
リ
ー
ム
」が
出
演
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

雨
予
報
の
天
候
で
し
た
が
、
雨

が
降
る
事
も
な
く
、
会
場
内
は
ア

イ
ド
ル
の
フ
ァ
ン
や
愛
知
県
等
か

ら
の
観
光
客
も
加
わ
り
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
や
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
に
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
米
寿（
88
歳
）
表
彰

は
、
脇
坂
一
博
さ
ん
、
滝
澤
忠

男
さ
ん
、
伊
吹
こ
よ
さ
ん
、
の

３
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
保
育
園
児
の
歌
・

踊
り
や
各
ク
ラ
ブ
そ
れ
ぞ
れ
趣

向
を
凝
ら
し
た
演
奏
や
踊
り
に

約
60
人
の
出
席
さ
れ
た
み
な
さ

ご長寿お祝い申し上げます

ん
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
下
伊
那
郡
松
川
町

出
身
の
藤
和
也
さ
ん
と
う
わ
さ

の
和
多
留
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
あ
り
、「
天
竜
し
ぶ
き
の
勘

太
郎
」を
は
じ
め
懐
か
し
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
歌
う
な
ど
し
て
い

た
だ
き
、
出
席
者
の
皆
さ
ん
と

楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
経
験
を

活
か
し
、
健
康
で
明
る
く
生
き

生
き
と
、
日
々
を
暮
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

敬
老
会

地域活性化事業 第三次ひらや乙女旋奏

　

単
身
者
用
住
宅
と
し
て
旭
町
に

定
住
促
進
住
宅
２
棟
４
戸
を
建
設

し
ま
し
た
。

　

事
業
費
３
３
，
４
８
０
千
円
、

１
戸
当
た
り
の
面
積
は
26
・
４
８

㎡
（
１
Ｋ
居
室
８
畳
）で
寒
冷
地

に
対
応
し
た
住
宅
と
な
っ
て
い
ま

す
。 旭

町
定
住
促
進

　
　
　
住
宅
の
完
成
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きのこ採り等で山林に入られる方へのお願い
　県内において、野生イノシシの豚コレラウイルス感染が拡大しています。
　豚コレラウイルスは、イノシシのフンなどに混ざっているため、土などで運ばれる恐れがあることから、感染
拡大を防ぐため、下山後は靴底や衣類に付着した土をよく落としてください。
　また、死亡したイノシシを発見した場合、むやみに近づかず、役場産業建設課へ連絡してください。
　なお、豚コレラは豚やイノシシの病気であり、人には感染しません。感染豚、イノシシの肉が市場に出回るこ
ともありません。

注意！

　

３
年
前
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
大
学
生
受
け
入
れ
事
業
で
す

が
、
今
年
も
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
都
市
部
の
大
学
生
が
平
谷
村

に
滞
在
し
、
地
域
住
民
や
平
谷
小

学
校
児
童
と
の
交
流
体
験
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
大
阪
教
育
大
学
か

ら
27
名（
教
授
２
名
含
む
）、
東
京

農
業
大
学
か
ら
３
名
が
来
村
し
、

活
動
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
下
記
の
通
り
で

す
。

①
先
生
体
験

　

８
月
22
日
か
ら
27
日
の
６
日

②
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

珍
珍
幕
府
夏
の
陣
で
は
、
大
阪

教
育
大
学
の
学
生
が
お
も
ち
ゃ
屋

台
を
出
店
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
に
は
ひ
ら

ひ
ら
平
谷
で
子
供
た
ち
と
大
型
ゼ

リ
ー
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

　

秋
の
学
校
・
村
民
運
動
会
で
は
、

沢
山
の
種
目
に
参
加
し
運
動
会
を

盛
り
上
げ
、
積
極
的
に
村
民
と
交

流
し
ま
し
た
。

③
大
阪
教
育
大
学
集
中
講
義

　

大
阪
教
育
大
学
よ
り
教
授
と
学

生
が
来
村
し
、平
谷
村
で
の
自
然
・

文
化
・
教
育
体
験
を
を
行
い
ま
し

た
。

　

夏
休
み
の
小
学
生
と
大
学
生
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
カ
レ
ー

作
り
や
プ
ー
ル
遊
び
を
し
ま
し

た
。一
緒
に
活
動
し
た
大
学
生
は
、

平
谷
の
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
姿

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
大
阪
教
育
大
学
の
学
生
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
来
村
し
て

い
る
学
生
も
多
く
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

体
験
を
通
し
、「
地
域
と
の
か
か
わ
り
」を
深
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
る
珍
珍
幕
府
秋
の
陣
に
も
大
阪
教
育
大
学

の
学
生
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
学
生
受
入
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
生
受
入
事
業

間
、
平
谷
小
学
校
で
教
師
補
助
と

し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
平
谷
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

を
深
め
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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7
月
30
日
、
平
谷
小
学
校
・
体

育
館
に
お
い
て
西
部
地
区
子
ど
も

の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西

部
地
区
の
３
村
に
て
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
る
当
行
事
で
す
が
、
今

年
は
平
谷
村
が
担
当
で
し
た
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
の
発
案

で
、
か
か
し
作
り
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
工
作（
空
気
砲
）を
行
な
い
ま
し

た
。
西
部
地
区
の
子
ど
も
た
ち
54

名
参
加
し
、
楽
し
い
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

　

８
月
14
日
、
ひ
ま
わ
り
の
湯
駐

車
場
特
設
や
ぐ
ら
に
お
い
て
、
盆

踊
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
空
模
様
で
あ
り
ま
し
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
雨
も

小
降
り
と
な
り
、
予
定
通
り
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

盆
踊
保
存
会
員
の
皆
様
が
中
心

と
な
り
、
浴
衣
に
着
飾
っ
た
村
民

や
帰
省
客
、
観
光
客
の
皆
様
が
輪

に
な
っ
て
恒
例
の
盆
踊
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
、
役
場
集
団
指
導
室

に
お
い
て
令
和
元
年
度
平
谷
村
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
の
皆

様
が
20
歳
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
該
当
者
４
名
の

う
ち
２
名
の
成
人
者
の
参
加
が
あ

り
、
公
民
館
長
の
式
辞
、
小
池
村

長
の
祝
辞
を
行
い
、
成
人
者
か
ら

は
今
後
の
目
標
や
抱
負
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

９
月
15
日
、
学
校
・

村
民
大
運
動
会
が
平
谷

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴

天
に
恵
ま
れ
た
な
か
、

保
育
園
児
と
小
学
生
は

練
習
し
て
き
た
成
果
を

存
分
に
発
揮
し
、
組
体

操
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
一

生
懸
命
競
技
し
ま
し

た
。

が
で
き
ま
し
た
。
新
競
技
の
全
力

リ
レ
ー
で
は
中
学
生
の
ほ
か
多
く

の
若
者
た
ち
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
自
治

会
競
技
の
優
勝
は
旭
町
・
入
川
自

治
会
で
し
た
。

　

今
後
も
、
運
動
会
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
行
事
を
よ
り
一
層
皆
様

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意

見
や
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

公
民
館
報 

ひ
ら
や

西
部
子
ど
も
の
集
い

盆
踊
大
会

成

人

式

学校・村民大運動会
　

一
般
、
自
治
会
対
抗
の
競
技
で

は
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と



広　報　ひ　ら　や第 148 号 令和元年 10 月（12）

　練習からやる気いっぱいだった子ども達。

　飯田市立動物園とわいわい公園に行ってきました。
　雨が降りましたが、 たくさんの動物を見たり、 汽車に乗ってポニーや
インコなどを見ました。
　公園では、 お弁当を食べたり、 しっぽとりやだるまさんがころんだなど
をして、 楽しい１日を過ごしました。

　気持ちのいい挨拶で出会った方々に笑顔の花を咲かせながら、乗り物遠足を大満喫してきました！子ど
も達にとって初めてのことがたくさんあり、事前学習の時から真剣に取り組んでいました。いろんなこと
を学んで来られたかな？

「笑顔」がテーマの運動会。みんないい顔だね。練習の成果が出たね。

運動会

乗り物遠足小学校
だより

ベストシ
ョット

ベストシ
ョット

組体操やダンス、 かけっこなど、
どの競技も最後まで精一杯頑
張っていた姿はとても素敵でした。


